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バージョンアップ情報〔給与上手くんα〕 
VERSION:24.010 

●給与上手くんα VERSION:15.003 
●給与上手くんαクラウド・給与上手くんαクラウド SE VERSION:15.003 
 
当プログラムは、マイクロソフト社のサポート対応終了に伴い、Windows XP・Vista・7・8.1 搭載機へのインスト
ールは不可となっています。 
 

 給与・賞与 
 年末調整(Y)－年調データ⼊⼒(I)―累積⼊⼒タブ 

累積⼊⼒タブの所得税欄で Enter 押下にて表示する月次減税額ダイアログ内の「控除前税額」、「控除
額」が転記されない場合があったのを修正しました。（給与・賞与業務等を開くとマスターバージョン
アップがかかります。） 

 
※詳細は、次ページからの“給与処理ｄｂ【給与計算】（VERSION: 15.003）の変更点” を参照してくださ

い。 
 

 
 
 

 
 
 
 

ご注意 
●他のＩＣＳシステムとマスターのやり取りを⾏われる場合は、他のＩＣＳシステム側も当改正対応プロ 

グラムのインストールを⾏い、バージョンを統一してください。 



 

２ 

給与処理ｄｂ【給与計算】（VERSION:15.003）の変更点 
 修 正 
 

Ⅰ.給与・賞与 
 

1）給与・賞与 
①年末調整(Y)－年調データ⼊⼒(I)―累積⼊⼒タブ 

    下記の条件で累積⼊⼒タブの所得税欄で Enter 押下にて表示する月次減税額ダイアログ内の「控除前
税額」、「控除額」が転記されない場合があったのを修正しました。 
（給与・賞与業務等を開くとマスターバージョンアップがかかります。） 

 
 
 
 
    《条件》 
    ・その処理月において給与・賞与業務にて表示しなかった社員が存在する。 
      
    《例》 
    ・社員 A は 6 月に定額減税がされていることを確認し、7 月、8 月は 6 月と同じ支給額のため給与・

賞与業務にて選択せず、9 月も同じ支給額だが社会保険料の変更確認のために給与・賞与を起動し
た。 

    ・同マスターの社員 B は 6 月に定額減税されていることを確認し、6-9 月まで毎月⼊⼒を⾏った。 
      
     上記例の場合、社員 A は 6、9 月は源泉徴収簿で正しい表示を⾏いますが、7、8 月は累積⼊⼒に

控除前税額と控除額が正しく引き継がれず、源泉徴収簿の算出税額欄が表示されていませんでし
た。社員 B は 6〜9 月まで源泉徴収簿で正常に算出税額の控除前税額と控除額を表示していまし
た。 

    ・各人別控除事績簿は正常に表示していました。 
    ・年調過不⾜税額の計算には誤りはありませんでした。 
    ・該当社員を選択した状態で「保険料控除⼊⼒」等の別のタブを選択してから「累積⼊⼒」タブを選

択すると控除前税額、控除額が集計されていました。 
 
《参考》 

現象が発⽣した状態で給与処理 db【年末調整】より「源泉徴収簿」を出⼒すると、「算出税額」
欄が上段「控除した⾦額」、下段「控除前税額」の 2 段書きで表示されず、控除後税額が出⼒され
ていました。  
※源泉徴収簿の保存義務は 7 年間です。すでに出⼒済みの場合は、⾦額をご確認ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

略 
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 補足（死亡退職者等の年末調整） 
 

■年の中途で退職した社員の年末調整について 
年調切替を⾏う前後で定額減税及び年調過不⾜税額が変わるケースがあります。 
下記をご確認ください。 

 
   《条件》 

・在職区分が「当月退職者」⼜は「既退職者」で、かつ、年末調整区分が「年調する」 
 
   《現象例》 

①単独年調/一括支給の 12 月給与 ※月次減税額は 60,000 円 
 
 
 
 
 
 
 

②年調切替直後 ※(24)-2 は 60,000 円 
 
 
 
 

③年調減税額の確認で対象人数を 10 人に変更 ※年調減税額が 330,000 円になり還付⾦額が増加 
 
 
 
 
 

④再度年調切替で 12 月給与に戻る ※年調計算時の還付⾦額が残る 
  

 
 
 
 

⑤給与側でも年調減税を⾏った年調過不⾜税額が表示される 
 水色枠の定額減税は月次減税額のため変わらない 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

以上 


